体操教師矢島鐘二の活動に関する一考察　第二報　―1930年代の活動に着目して― by 福地, 豊樹 & Fukuchi, Toyoki
体操教師矢島鐘二の活動に関する一考察 第二報
―― 1930年代の活動に着目して ――
福 地 豊 樹
群馬大学教育学部保健体育講座
（2012年 9月 26日受理）





Department of Health and Physical Education,Faculty of Education,
Gunma University Maebashi,Gunma 371-8510,Japan
（Accepted on September 26th,2012）
? はじめに





































119群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 48巻 119―125頁 2013












































































































































































（公報第百十号：昭和 10年 10月 15日）
同年 11月 3日には、第六回若松市民体育大会が
開催され、矢島は開会の辞を宣誓する。
（公報第百十一号：昭和 10年 11月 15日）
同年 12月 8日から 12日にかけ、市内各青年学
校の査閲が行われ、学務課長として同行してる。
（公報第百十三号：昭和 11年 1月 15日）
1936（昭和 11）年 3月 31日、市会議場にて代用
教員、師範新卒者や訓導の異動の辞令交付式が行
われ、「矢島学務課長ヨリ訓示注意」がなされてい
る。 （公報第百十六号：昭和 11年 4月 15日）











「若松市公報」には、1935（昭和 10）年 9月 17日
付の矢島の任命辞令（昭和 10年第 110号）と 1938






























































一 小森江第二校 六男 白銀訓導











































































































教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学 第 47巻 63
～74頁 2012年
2)?鹿角時報」昭和 3年 5月 30日
3)福地豊樹 ?秋田県立花輪高等女学校『体育展覧会』（1929
年）について～学校長矢島鐘二の開催意図をめぐる考察～」






























12)大阪朝日新聞 北九州版 昭和10年 9月18日 第 19358
号：秋田県赤十字支部主事の職にあったことは、新聞記事
の記載からであり、未確認である。
13)?若松市公報」（福岡県立図書館所蔵）
14)?昭和九年十月三十日（火）快晴「第一回学校体操研究会
記録」於八幡市天神小学校」という表紙を頭に、第五回ま
での研究大会のプログラム・記録が綴じられている。開催
年度は本論に記した通りであるが、「学校体操研究会」の表
記は第三回大会までであり、第四回は「学校体育衛生研究
会」、第五回は「学校体育研究会」と変化していた（北九州
市文書館所蔵）。
15)つまり、北九州の体育関係者にとっては、矢島鐘二とい
う全国的にも名を轟かせたかつての体操指導者の存在は、
学務課長という立場にあっても、好ましいものとは考えら
なかったと言えないだろうか。矢島は大正期の学校体操教
授要目の具体化を目指し尽力した群馬県の指導者であり、
九州大学のの桜井恒二郎との関わりもあり、九州の体育実
践視察にも訪れていた。その九州体育の感想を自分たちの
実践との比較において、自負と複雑な感慨をもって教育会
雑誌にも書いている。その時期からはるか隔たり、体操や
体育実践に直接関わりを持ってはいない矢島であったが、
北九州の体育の実際には、ある種の抵抗感をぬぐうことが
できなかったことが想像される。1937（昭和 12）年の第 4
回の研究会実施への準備作業を進めなくてはならない中
で、すでに、この地の離任を決意したのではないだろうか。
実践校の選定も進まない状況で、とりあえず第 4回の開催
は八幡市へお願いし、1938（昭和 13）年を考えることになっ
たと推測する。矢島の離任後の就職は、東京の私立青年学
校であり、この時期、若松市においても、青年学校の実態
に触れていたことが推測される。矢島の人脈からすれば、
そうした離任の希望をかなえることは、そんなに困難なこ
とではなかったと推測される。こうして、矢島は、若松を
離れることになったと思われる。
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